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 [授業の概要・目的]
　本講義では、戦後日本の教育に関わる諸現象への理解を通して、現代日本における教育の状況を
正しく把握できるようになることを目標とする。
　戦後日本における「教育問題」には、本質的には同種の問題が繰り返し議論の対象となり、その
都度同様の「改革」が行われるという、いわば「振り子現象」のような性質がある（ex. 系統主義
か経験主義か）。本講義を通して、戦後日本における「教育問題」の柱となっていたものは何であ
るのか、またそれらが時期ごとの社会状況の違いによって具体的にはどのような形をとって現出し
たのかを、解説する。こうした知識をふまえることで、受講生が「現代」における教育問題の特徴
を相対化し、客観的・分析的に把握できるようになることを、授業の基本コンセプトとして設定し
たい。
　また、教育は「望ましさ」を実現するための働きかけとして位置づけられるが、関心の対象とな
る教育の主体・客体およびそれらの関係性に注目することで、ある文脈において想定されている「
望ましさ」の位相を意識化し相対化することが可能となる。このことは、多元的な価値の尊重が求
められる現代社会において、教育における「望ましさ」をどのように考えていくかという難題への
足掛かりとなるものと考えられる。

 [到達目標]
　現代の教育が置かれている現状と諸課題について、客観的・分析的に理解する。
　印象論や経験論からではなく、確かな根拠・事実に基づいて教育現象を考察する能力を養う。

 [授業計画と内容]
　基本的には以下の計画に沿って講義を行う。ただし、受講生の理解の状況によっては、変更を加
えることがあり得る。

第１回：イントロダクション
　授業のねらい、進め方、成績評価方法等についてガイダンスを行う。

第２～３回：「戦後教育」の何が新しかったのか
　戦前期日本の教育をめぐる状況について概観したのち、戦後教育改革の内容について講義する。
具体的には、義務教育期間の延長、単線型への学校体系の整備、男女共学の原則などであり、それ
らの改革がもつ社会的・歴史的意味について解説する。

第４～５回：戦後教育におけるジェンダー秩序
　「男女共学」を理念としてスタートした戦後の学校教育制度であるが、実際は社会全体を覆うジ
ェンダー秩序からの影響を免れなかった。戦後教育の制度・運用面、あるいは進学動向の実態や、
それに対する社会的認識のありようについて、解説する。

第６～８回：「大衆教育社会」の到来とその帰結
　高度経済成長期における教育の大衆化と進学競争の激化、それに引き続く1970～80年代における
「学校病理」「教育荒廃」に焦点を当て、その実態とそれに対する社会的認識のありようについて
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解説する。

第９回：中間まとめ

第10～11回：「学力」とはなにか（繰り返される「教育改革」）
　教育の大衆化にともない、さまざまな「教育問題」が構築ないし発見されるようになった。そし
て、それらの解決を企図してさまざまな「教育改革」が行なわれてきた。このセクションでは、い
わゆる「ゆとり教育」と呼ばれる一連の教育政策を軸として、「学力」をめぐる「改革」の問題に
焦点をあてて解説する。

第12～13回：教育における公共性と私事性
　現代および将来における教育のあり方を考察していくにあたっての一つの軸として、教育におけ
る公共性と私事性というテーマに照準する。「教育劣位社会」とされる日本社会において、誰が誰
に対しどのような目的で「教育」を行うべきかという問題は、あらゆる「教育問題」に通底する根
本的な命題である。そうした視点から「教育問題」を考えていくことの有効性および意義について
解説する。

第14回：全体のまとめ

第15回：フィードバック
　フィードバックの方法は別途連絡する。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
　学期末レポート（50％）と平常点（50％）を総合して成績評価を行う。評点は素点（100点満点）
とする。
　レポートは到達目標の達成度に基づき評価する。
　平常点は、毎回の授業後に提出を求めるコメントシートの内容に基づき評価する。
　なお、期末レポートおよびコメントシートの提出、授業の出席は、必要条件であっても十分条件
ではない。

 [教科書]
使用しない
資料としてレジュメを配布する。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
　人間あるいは社会の営みを広い視点からとらえることができるように、教育のみならずさまざま
な社会・文化現象についての興味・関心をもってほしい。

 [その他（オフィスアワー等）]
　意見や質問を書いて提出してもらう機会を毎回設けるので、授業に対し主体的に取り組むことを
期待する。


